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１階ギャラリー。写真のように、高さのある作品は圧巻の迫力がある 高資婷 「First Exhibition」より

竹内栖鳳による屋号「梅軒」の書

表通りの喧騒から一歩店内へ入ると、打って変わって静謐な空間が広がる

森萌衣 「追慕」福田季生 「百花繚乱」

烏丸通錦小路の南西角に建つ〈梅軒画廊〉

日本画を中心に百有余年
京都のアートシーンを牽引する老舗画廊

 梅軒画廊
Gallery Baiken Kyoto
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お問い合わせ
●075-221-3510
●住所／京都市中京区烏丸通四条上ル笋町682
　　　　梅軒ビル1・2階
●営業時間／10:00～18:00 
　　　　　　※企画展中は10:30～18:00
●定休日／日曜日、祝日、夏期、冬期
●https://baiken.jp

　

京
都
の
中
心
地
、
四
条
烏
丸
に
百
有
余
年
。
今
も

昔
も
京
都
の
ア
ー
ト
シ
ー
ン
の
中
心
的
な
存
在
と
し

て
そ
の
名
を
知
ら
れ
る
〈
梅
軒
（
ば
い
け
ん
）
画
廊
〉

を
ご
紹
介
し
よ
う
。

　

屋
号
は
、
大
正
初
期
に
同
画
廊
を
興
し
た
初
代
店

主
の
佐
藤
梅
吉
氏
に
因
み
、
近
代
日
本
画
の
先
駆
者

と
し
て
京
都
画
壇
の
第
一
人
者
で
あ
る
竹
内
栖
鳳
に

よ
っ
て
命
名
さ
れ
た
も
の
。
長
き
に
わ
た
る
歴
史
の

中
で
、
近
代
美
人
画
の
最
高
峰
と
さ
れ
る
上
村
松
園

な
ど
、
取
り
扱
っ
て
き
た
逸
品
は
数
知
れ
ず
。

　

創
業
当
時
は
珍
し
か
っ
た
新
作
に
よ
る
企
画
展
を

多
数
開
催
し
、
近
年
は
才
能
あ
る
若
手
や
新
人
作
家

を
精
力
的
に
展
開
し
、
全
国
か
ら
訪
れ
る
フ
ァ
ン
も

多
い
。
基
本
的
に
は
、
伝
統
的
な
技
法
に
よ
る
日
本

画
を
主
と
し
て
い
る
が
、
混
合
技
法
に
よ
る
ア
ブ
ス

ト
ラ
ク
ト
（
抽
象
的
）
な
平
面
作
品
や
、
時
に
は
立

体
作
品
を
展
示
す
る
こ
と
も
あ
る
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

と
共
に
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
で
作
り
上
げ
る
展
覧
会

は
、
毎
回
多
く
の
来
客
で
賑
わ
う
と
い
う
。
ま
た
、

画
廊
こ
だ
わ
り
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
多
数
所
有
し
て

お
り
、
季
節
に
合
わ
せ
た
常
設
展
示
を
行
っ
て
い
る

の
で
、
い
つ
訪
れ
て
も
お
愉
し
み
い
た
だ
け
る
。

　

首
都
圏
な
ど
で
行
わ
れ
る
ア
ー
ト
フ
ェ
ア
へ
参
加

す
る
一
方
、
近
年
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
展
覧
会
場
を
見

る
こ
と
の
で
き
る
V
R
ギ
ャ
ラ
リ
ー
も
構
築
す
る
な

ど
、
先
進
的
な
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

作
品
の
展
示
・
販
売
以
外
に
も
、
お
客
様
の
所
蔵
す

る
絵
画
の
買
取
や
査
定
な
ど
も
行
い
、
価
値
の
あ
る

大
切
な
作
品
を
、
次
の
世
代
へ
と
繋
ぐ
サ
ス
テ
ィ
ナ

ブ
ル
な
サ
ー
ビ
ス
も
好
評
で
あ
る
。

　
〈
梅
軒
画
廊
〉
は
、
烏
丸
通
錦
小
路
の
南
西
角
。

煉
瓦
造
り
の
ビ
ル
な
の
で
す
ぐ
に
お
分
か
り
い
た
だ

け
る
。
愛
好
家
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、 

こ
れ
ま
で
絵

画
、
特
に
日
本
画
に
は
あ
ま
り
親
し
ん
で
こ
な
か
っ

た
…
と
い
う
方
も
、
ぜ
ひ
訪
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。

心
が
震
え
る
よ
う
な
、
新
し
い
出
会
い
が
あ
る
か
も

し
れ
な
い
。


